
念
仏
者
の
生
き
方
と
し
て
私
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
、し
か
も
体
系
立
て
て
説
き
示

し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
浄
土
真
宗
に
と
っ
て
親
鸞
聖
人
に
よ
る「
立
教
開

令
和
五
年
の
光
山
寺
前
期
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

宗
」の
意
義
で
あ
り
ま
す
。

遙
か
二
五
〇
〇
年
前
、
釈
尊
は
、「
諸
行
無
常
」
と「

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

縁
起
」と
い
う
、こ
の
世
界
と
人
間
の
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
見
抜
か
れ
ま
し
た
。さ

★
萩
組
・
光
山
寺
法
要
関
連

ら
に
そ
の
よ
う
な
在
り
方
の
な
か
に
は
、変
化
し
な
い
実
体
的
な
自
我
な
ど
存
在
し

一
月

九
日
（
月
曜
）
午
後
一
時

最
勝
講
（
玉
江
地
区
）

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
び
と
は
自
ら
仮
想
し
た
自
我
に
執
わ
れ
、
限
り
な
い
欲

一
月
二
七
日
（
金
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
真
行
寺
）

二
〇
二
三(
令
和
五)

年
は
、
ご
本
山
で
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年

望
に
基
づ
い
て
、
自
ら
に
苦
し
み
を
、そ
し
て
世
界
に
さ
ま
ざ
ま
な
争
い
を
引
き
起
こ

二
月

五
日
（
日
曜
）
午
後
三
時

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
三
千
坊
）

・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
を
お
迎
え
し
ま
す
。こ
の
法
要
は
「
親

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
現
代
に
も
そ
の
ま
ま
に
通
じ
る

三
月

八
日
（
水
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
明
円
寺
）

鸞
聖
人
の
説
き
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
浄
土
真
宗
の
教
え
に
出
遇
う
こ
と
が

現
実
で
す
。

五
月
一
日
・
二
日
（
月
・
火
曜
）

春
季
永
代
経
法
要
（
中
山
和
泉
師
）

な
け
れ
ば
、
今
の
私
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
聖
人
へ
の
感
謝
と
、そ
の
教

お
よ
そ
八
〇
〇
年
前
、親
鸞
聖
人
は
、自
己
の
在
り
方
を
深
く
省
み
て
、
私
た
ち

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
法
要

え
に
出
遇
え
た
こ
と
の
喜
び
を
込
め
て
、
聖
人
の
ご
誕
生
を
祝
い
、『
立
教

人
間
と
は
自
己
中
心
的
な
思
い
、
煩
悩
か
ら
い
か
に
し
て
も
抜
け
出
る
こ
と
の
で
き

六
月
八
～
一
〇
日
（
木
～
土
曜
）

山
口
別
院
永
代
経
法
要

開
宗
』に
感
謝
す
る
」
法
要
で
す
。

な
い
存
在
で
あ
る
と
気
づ
か
れ
ま
し
た
。し
か
し
、そ
う
い
う
煩
悩
に
突
き
動
か
さ
れ

※
八
日
萩
組
参
拝
日

光
山
寺
に
お
き
ま
し
て
も
、
春
の
永
代
経
法
要
の
初
日
（
五
月
一
日
）、
る
私
た
ち
誰
に
も
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
な
く
尊
い
安
心
を
与
え
よ
う
と
は
た

★
子
供
会
（
日
曜
学
校
）

関
連

午
前
九
時
よ
り
開
催

午
前
の
座
を
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
の
ら
き
続
け
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
願
い
に
出
遇
わ
れ
た
の
で
し
た
。そ
の
こ
と
を
身
を
以

現
在
中
断
中

再
開
未
定

法
要
と
し
て
執
り
行
い
ま
す
。新
定
さ
れ
た
御
本
典
作
法
に
て
勤
行
す
る
て
私
た
ち
の
生
き
方
と
し
て
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
親
鸞
聖
人
で
す
。そ
の
親
鸞

★
総
代
会
・
仏
教
壮
年
会

関
連

予
定
で
す
。ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、お
誘
い
合
わ
せ
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。（
記
念

聖
人
の
説
き
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
浄
土
真
宗
の
教
え
に
出
遇
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

二
月
二
六
日
（
日
曜
）
午
後
一
時
半

山
口
教
区
仏
教
壮
年
大
会
（
別
院
）

粗
品
を
贈
呈
予
定
で
す
。）

今
の
私
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
聖
人
へ
の
感
謝
と
、そ
の
教
え
に
出
遇
え
た
こ
と

三
月
未
定
日
（

曜
）
午
後
二
時

光
山
寺
総
代
会
役
員
会

ま
た
、
萩
組
で
は
、
今
年
の
秋
、
九
月
十
六
日（
土
曜
）
午
後
よ
り
、
萩
総
の
喜
び
を
込
め
て
、聖
人
の
ご
誕
生
を
祝
い
、「
立
教
開
宗
」に
感
謝
す
る
慶
讃
法
要

三
月
十
一
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
役
員
会

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
に
て
萩
組
と
し
て
の
法
要
が
勤

を
お
勤
め
す
る
の
で
す
。

五
月

下
旬
（
日
曜
）
午
後
七
時

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
総
会

修
さ
れ
る
予
定
で
す
。詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。こ
ち
ら
も
合
わ
せ

さ
て
、現
代
世
界
は
、社
会
・
国
家
の
レ
ベ
ル
で
は
自
国
の
経
済
や
文
化
を
優
先
す
る

★
仏
教
婦
人
会

関
連

て
お
参
り
く
だ
さ
い
。

排
他
的
で
閉
鎖
的
な
在
り
方
が
優
勢
と
な
り
、そ
れ
に
よ
り
国
際
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
対

二
月
下
旬
・
四
月
中
旬

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
常
任
委
員
会
・
全
役
員
会

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
「
趣
意
書
」
立
や
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
個
人
レ
ベ
ル
で
は
、自
己
努
力
と
自
己
責
任
と
い
う

五
月
二
一
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

来
る
二
〇
二
三（
令
和
五
）
年
に
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
八
五
〇
年
を
、ま

名
目
の
も
と
に
、共
に
生
き
る
と
い
う
価
値
観
が
薄
ら
ぎ
、孤
独
・
孤
立
が
深
刻
な
問
題

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会
（
登
録
制
・
要
年
会
費
二
千
円
）

た
、そ
の
翌
年
に
は
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。つ
き
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
人
類
の
破
滅
を
も
も
た
ら
す
よ
う
な
閉
塞
し
た
現
代
世
界

四
月
一
七
日
（
月
曜
、
午
後
八
時
）、
六
月
一
九
日
（
月
曜
）

し
て
は
、
私
た
ち
の
宗
門
は
二
〇
二
三（
令
和
五
）年
に
そ
の
慶
讃
法
要
を
お
勤
め
い
の
方
向
性
を
、互
い
に
響
き
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
方
向
へ
と
転
換
し
逆
転
さ
せ
て
い
く
こ

以
降
、
隔
月
原
則
月
曜
日
午
後
八
時
庫
裡
に
て
開
催
。

た
し
ま
す
。

と
は
、世
界
の
す
べ
て
の
宗
教
が
果
た
す
べ
き
役
割
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
み
な

十
月
ま
で
四
回
開
催
。

も
の
ご
と
を
自
己
中
心
的
に
し
か
考
え
ら
れ
な
い
私
た
ち
が
こ
の
世
を
生
き
る
こ

ら
ず
世
界
各
地
域
で
は
硬
直
し
た
宗
教
か
ら
の
離
反
現
象
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、宗
教

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
、
一
般
参
加
可
・
無
料
）

と
は
苦
悩
そ
の
も
の
で
す
。そ
の
苦
悩
を
超
え
て
生
き
て
い
く
道
を
教
え
て
く
だ
さ
る

は
、そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

五
月
一
三
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

の
が
仏
法
で
す
。阿
弥
陀
仏
は
私
た
ち
に「
ど
ん
な
に
孤
独
で
苦
し
く
悲
し
く
と
も
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
こ
そ
、「
自
他
共
に
心
豊
か

六
月
一
〇
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

私
は
あ
な
た
方
一
人
ひ
と
り
を
、そ
の
ま
ま
に
受
け
と
め
て
、
決
し
て
見
放
さ
な
い
」と

に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
」
を
理
念
と
し
、仏
道

七
月

八
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

の
救
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
い
う
み
名
に
込
め
て
、よ
び
続
け
て
お

の
基
本
を
踏
ま
え
て
人
び
と
と
共
に
歩
む
私
た
ち
念
仏
者

以
後
、
毎
月
第
一
土
曜
の
予
定
。
午
後
八
時
開
催
。
十
月
ま
で
六
回
開
催
。

ら
れ
ま
す
。そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
に
頷
き
受
け
と
め
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
届

の
果
た
す
べ
き
使
命
は
、か
け
が
え
の
な
い
、大
変
に
重
い
も
の

★
雅
楽
練
習
会
（
日
曜
午
後
７
時
半
。
不
定
期
開
催
）

け
ら
れ
た
真
実
信
心
と
な
り
、ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
よ
う
と
も
揺
ら
ぐ
こ
と
の

で
す
。
今
回
の
慶
讃
法
要
に
向
け
て
、「
世
の
な
か
安
穏
な

一
月
二
二
日
（
日
）・
三
月
二
六
日
（
日
）

な
い
尊
い
安
心
を
頂
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。そ
れ
こ
そ
が
、さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
に
も
向

れ
、仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と
の
親
鸞
聖
人
の
お
言
葉
を
胸
に
、地

★
ヨ
ガ
教
室
（
ヨ
ガ
体
験
あ
り
〈
有
料
〉

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

き
あ
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
依
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
し
ょ
う
。そ
う
い
う
阿
弥
陀
仏

道
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、精
一
杯
精
進
し
て
ま
い
り

月
三
回
土
曜
日
午
後
四
時
四
十
分
よ
り
開
催
中
。

か
ら
頂
い
て
い
る
御
恩
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
お
念
仏
で
あ
り
、そ
の
救
い
の
在
り
方
を
、

ま
し
ょ
う
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
龍
谷
山

本
願
寺

※
コ
ー
ラ
ス
の
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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《
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
》

■
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
会
員
募
集
！
■

《
念
仏
者
列
伝
》

小
林
一
茶
①

令
和
四
年
度
秋
の
叙
勲
に
て
、
ご
門
徒
の
片
岡
兼
雄
さ
ん（
萩
市
農
業
委
員
会
会

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事

「
我
と
来
て
遊
べ
や
親
の
な
い
雀
」と
か
、「
痩
せ
蛙
ま
け
る
な
一
茶

長
な
ど
歴
任
）が
旭
日
単
光
章
を
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
春
の
叙
勲
で
は
、
井
上
源

を
目
的
と
し
た「
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
今
年
も
四
月
十
七
日
よ
り
ス

是
に
有
」「
や
れ
打
つ
な
蠅
が
手
を
す
り
足
を
す
る
」と
い
っ
た
、
子
ど

次
さ
ん（
元
萩
市
消
防
団
副
分
団
長)

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ

タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
門
徒
に
限
ら

も
た
ち
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
、
親
し
み
や
す
い
句
を
詠
ん
だ
江
戸
時

れ
、今
日
ま
で
の
貢
献
を
た
た
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
仰
ぐ
方

代
の
代
表
的
な
俳
人
で
す
。一
茶
は
、
生
涯
二
万
句
以
上
に
及
ぶ
句

《
仏
教
壮
年
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
》

々
の
集
ま
り
で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
で
す
。

を
詠
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
に
、
浄
土
真
宗（
仏
教
）の
み

仏
教
壮
年
会
（
会
長
、
尾
方
忠
久
）で
は
体
育
部
（
部

本
年
度
は
、『
御
消
息
』を
学
ぶ
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
ま
す
。『
浄
土
真
宗

教
え
に
裏
付
け
ら
れ
た
句
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。

長
、
西
本
一
夫
）
行
事
の
一
環
と
し
て
、
十
月
二
十
三
日

聖
典（
註
釈
版
）』が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、お
持
ち
で
な
い
方
は
当
日
お

六
十
五
年
の
生
涯

に
白
水
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

申
し
出
く
だ
さ
い
。
原
則
偶
数
月
、
月
曜
日
午
後
八
時
開
催
と
な
り
ま

一
茶
（
一
七
六
三
～
一
八
二
七
）は
、お
念
仏
の
風
土
に
培
わ
れ
た

を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
二
十
名
で
、
開
催
後
に
は

す
。
時
間
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
申
込
み
に
つ
い
て
は
別
紙
を
ご

越
後
（
現
新
潟
県
）と
の
国
境
に
近
い
信
濃
（
現
長
野
県
）・
柏
原
に
生

庫
裡
に
て
感
染
対
策
の
元
、懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

確
認
く
だ
さ
い
。

ま
れ
ま
し
た
。
三
歳
の
時
母
「
く
に
」
が
亡
く
な
り
、
八
歳
の
時
父
「
弥

今
回
、
始
め
て
女
性
の
参
加
者
も
あ
り
、
令
和
五
年
開

■
お
経
の
練
習
会

今
年
も
開
催
！
■

五
兵
衛
」
が
後
妻
を
迎
え
、
十
一
歳
の
時

弟
「
専
六
」
が
生
ま
れ
、
継

催
に
は
女
性
参
加
者
も
広
く
募
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
「
勤
行
聖
典
」の
中
に
あ
る
お
経
を
中
心
と
し
た
、お
経
を
一

母
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
。こ
れ
ま
で
一
茶
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た

《
仏
教
壮
年
会

研
修
会
・
忘
年
会
》

緒
に
読
経
す
る
練
習
会
開
催
し
ま
す
。
表
面
の
予
定
の
よ
う
に
、
五
月
十

祖
母
「
か
な
」に
十
四
歳
の
時
死
に
別
れ
、そ
し
て
十
五
歳
で
江
戸
に

仏
教
壮
年
会
文
化
部
（
部
長
、
西
山
秀
伸
）で
は
、
研

三
日
土
曜
日（
午
後
八
時
か
ら
二
時
間
）か
ら
十
月
ま
で
の
毎
月
一
回

奉
公
に
出
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
の
足
取
り
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し

修
会
・
忘
年
会
を
十
二
月
十
七
日（
土
）
午
後
六
時
よ
り

開
催
い
た
し
ま
す
。
初
め
て
ご
参
加
の
方
も
ご
遠
慮
な
く
ご
参
加
く
だ
さ

か
し
、
二
十
五
歳
の
時
葛
飾
派
と
い
う
俳
句
の
門
に
入
り
、
四
十
九
歳

光
山
寺
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

ま
で
関
東
及
び
関
西
等
に
お
い
て
俳
句
の
道
を
懸
命
に
勉
強
す
る
。

今
年
も
防
災
を
中
心
と
し
た
研
修
で
、
山
口
県
学
校

■
初
参
式
の
お
知
ら
せ
！
■

三
十
九
歳
の
時
、
故
郷
柏
原
に
約
一
ヶ
月
間
戻
り
、
父
の
看
病
を

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
萩
看
護
学
校
非
常
勤
講
師
）の
工

親
鸞
聖
人
の
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は

親
身
に
な
っ
て
し
ま
す
。こ
の
時
書
か
れ
た
の
が『
父
の
終
焉
日
記
』で

藤
美
佐
さ
ん
よ
り
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ア
活
動
や
萩

毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実

す
。父
は
一
茶
を
不
憫
に
思
っ
た
の
か
、
遺
産
を
弟
「
専
六
」と
半
分
ず

市
近
郊
の
防
災
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
五
月
二
一
日（
日

つ
に
す
る
と
の
遺
言
を
遺
し
ま
す
。
継
母
と
弟
は
、
承
服
せ
ず
、
現
在
の

約
三
十
名
の
参
加
者
は
熱
心
に
お
話
を
聞
き
入
り
ま

曜
日
）
午
前
九
時
半
よ
り
光
山
寺
に
て
開

財
産
は
、
自
分
た
ち
の
働
き
で
大
き
く
な
っ
た
の
だ
と
い
い
は
り
、
父
の

し
た
。
特
に
、
災
害
を
予
測
し
た
早
め
早
め
の
行
動
が
大

催
さ
れ
ま
す
。
生
後
一
年
く
ら
い
ま
で
の
お

死
後
十
年
に
わ
た
る
凄
絶
き
わ
ま
る
遺
産
相
続
争
い
が
お
こ
り
ま
す
。

切
だ
と
指
摘
な
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
庫
裡
に
て
懇

子
さ
ん
が
対
象
と
な
る
が
、
仏
の
子
と
し
て

五
十
一
歳
の
時
父
の
十
三
回
忌
を
営
ん
だ
の
を
機
会
に
、お
手
次

親
会
が
開
催
さ
れ
、コ
ロ
ナ
対
策
の
関
係
で
今
年
も

育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合

の
浄
土
真
宗
の
明
泉
寺
ご
住
職
の
調
停
で
遺
産
相
続
争
い
の
和
解
が

カ
ラ
オ
ケ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、く
じ
引
き
開
催

同
の
初
参
式
で
す
。参
加
希
望
の
方
は
お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日

成
立
し
ま
す
。そ
の
内
容
は
、
父
の
遺
言
ど
お
り
、
田
畑
・
家
屋
敷
・
家

で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。尚
、
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個

財
の
二
分
等
及
び
和
解
ま
で
の
十
年
分
の
補
償
金
十
一
両
二
分（
一

《
募
金
箱
報
告
》

別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の
初
参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
で
、
是
非
お
申

茶
は
当
初
三
十
両
を
要
求
）で
し
た
。

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ（
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
）

し
出
く
だ
さ
い
。

翌
年
一
茶
五
十
二
歳
の
時
、
二
十
八
歳
の「
き
く
」
と
結
婚
し
ま

の
募
金
箱
（
本
堂
焼
香
卓
の
横
）に
集
ま
っ
た
募
金
、

■
成
人
式
を
お
寺
で
！
■

す
。
長
男
、
長
女
、
次
男
、
三
男
と
次
々
と
生
ま
れ
ま
す
が
、
皆
夭
折
し

七
〇
五
〇
円
を
昨
年
十
二
月
三
十
日
に
送
金
致

成
人
を
迎
え
た
こ
と
を
仏
さ
ま
に
奉
告
す
る
た
め
の
成
人
式
や
還
暦

ま
す
。（
長
男
「
千
太
郎
」
二
十
八
日
で
発
育
不
全
、
長
女
「
さ
と
」
一

し
ま
し
た
。
大
変
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

式
な
ど
、
人
生
の
節
目
節
目
を
日
頃
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
一
緒
に

年
二
ヶ
月
で
天
然
痘
、
次
男
「
石
太
郎
」
九
十
六
日
で
母
の
背
中
で
窒

仏
祖
に
奉
告
し
ま
せ
ん
か
。
お
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

息
死
、
三
男
「
金
太
郎
」
一
年
九
ヶ
月
で
栄
養
失
調
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
受
式
者
に
は
記
念
撮
影
写
真
を
本
堂
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。

す
。）
晩
婚
だ
っ
た
一
茶
、そ
の
生
涯
は
波
瀾
万
丈
で
し
た
。
（
つ
づ
く
）

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第７８号） 光山寺新聞 ２０２３年（令和５年）１月１日（日曜日）


